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詳しくは4〜5ページをご覧下さい

四谷地区協議会だより No.

16
第 16号

平成 29 年 3月発行

四谷の
お宝さがし特集

若葉三丁目  中心地付近

大京公園  午後の静かな日だまり 昭和29年に再建された大京神社

若葉公園

若葉高齢者在宅サービスセンター

大京町通り大京町界隈

若葉三
丁目界

隈

 

四谷のお宝さがし 

○祝E A第１０回！ 

「四谷のお宝」発表会 
地域の皆様のご協力により、たくさんのご応募をいただき、ありがとうございました。 

「四谷のお宝さがし」は今回で１０回目を迎え、 四谷の歴史と文化を実感できる貴重な 

「お宝」が集まりました。 

恒例の発表会を下記の日程で開催し、「お宝」をその由来とともに映像を交えながら 

ご紹介いたします。 それぞれの「お宝」の魅力をご鑑賞ください。 

（諸事情により現物展示のないお宝もございます） 

日時：平成２９年３月１８日（土） 午後２時～３時３０分 

会場：新宿歴史博物館 2階講堂（新宿区三栄町２２番地） 

※例年と会場が異なります。ご注意ください。 

入場無料 申込不要（先着６０名） 

★★★ 特別企画「28 町会お宝自慢」 ★★★ 

四谷 28 町会のお宝を発表します。お楽しみに！ 

 

主 催 ： 四谷地区協議会 （四谷お宝さがし実行委員会） 

問合せ ： 四谷地区協議会事務局（ 四谷特別出張所内） 電話 03-3354-6171 
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四谷町会めぐりこ ん に ち は 町 会 長 さ ん ！
皆様のまちの町会長さんに、わが町の魅力を語っていただきます。

今回は大京町と若葉三丁目です。

四谷29町会をぐるりと
ご紹介するコーナー

　
地
域
の
名
物
・
名
所
、
ご
自
慢
を
お
教
え
く
だ
さ
い
！

江
戸
時
代
よ
り
の
大
番
町
と
右
京
町
が
昭
和
18
年
に
合
併
し
、
旧
町
名
か
ら
一
字
ず

つ
取
っ
て
「
大
京
町
」と
な
り
、
昭
和
24
年
大
京
町
親
和
会
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

四
谷
地
区
協
議
会
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
推
進
委
員
会
が
協
働
で
行
っ

て
い
る
、
高
齢
者
向
け
体
操
教
室
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
毎
週
、

み
な
さ
ん
元
気
に
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

　��
と
っ
て
お
き
の
お
話
や
人
気
行
事
、

　
面
白
こ
ぼ
れ
話
し
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！

毎
年
6
月
に
行
わ
れ
る
大
京
神
社
例
大
祭
で
は
、子
供
御
輿
と
太
鼓
渡
御（
町
内
巡
行
）

に
2
0
0
名
を
超
え
る
人
で
、
大
変
な
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
す
。

当
町
会
は
、
商
店
会
と
協
賛
で
毎
年
８
月
末
の
日
曜
日
に「
夏
休
み
子
供
大
会
」を
開
催

し
て
い
ま
す
。
当
日
は
大
人
も
子
供
も
楽
し
め
る
い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー
ム
、
模
擬
店
が
出

ま
す
。

　�

そ
の
他
貴
町
会
の
特
色
な
ど

　
P
R
し
て
く
だ
さ
い
！

毎
年
四
谷
地
区
で
行
わ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
は
、
子
ど
も
会
や
、
敬
老
会
が
一

緒
に
参
加
し
、
各
種
目
上
位
入
賞
を
目
指
す
こ
と

で
地
域
の
大
き
な
輪
の
広
が
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
会
の
有
志
が
夜
警
を
す
る
な
ど
、
防
犯
や
交
通
安
全
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

犯
罪
の
な
い
、
治
安
の
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

Ｑ１Ｑ3 Ｑ2
若
葉
三
丁
目
町
会

若
葉
三
丁
目
町
会

若
葉
三
丁
目
町
会

大
京
町
町
会

大
京
町
町
会

大
京
町
町
会

第７期四谷地区協議会

	 区民の区政参画の場
	 地域課題解決の場

地区協議会の
構成メンバー

平成29年 4月より、
第 7期四谷地区協議会がスタートします。

●申込み・問合わせ先
四谷地区協議会事務局（四谷特別出張所内）
新宿区内藤町 87 番地　
TEL：3354–6171　FAX：3350–9403

●活動の内容（下記の分科会、広報担当があります）
①まちづくりを考える（地域課題・歴史・文化・自治・観光まちづくり）
②健康で安心なコミュニティづくりを考える（子ども・高齢者・健康）
③生活環境・まち美化を考える（みどり・環境・リサイクル）
④広報担当（協議会広報誌「声」の発行）

●応募できる方及び構成メンバー
四谷地区（四谷特別出張所管内）に在住・在学・在勤、
または四谷地区で活動している方。
公募 30名程度 （任期 2年。無報酬）※応募多数の場合は調整させていただきます。

●平成 29 年度第１回全体会予定
4 月 20日（木）午後６時 30分から　四谷地域センター 11階集会室 2・3

●その他
今までの活動や会則等については四谷特別出張所のホームページ、
および協議会広報誌「声」、新宿区HPキラミラネットをご覧ください。
なお、四谷特別出張所にパンフレットを用意してあります。

コミュニティスポーツ大会でメダルと賞状を
獲得！（大京町）

若葉 3丁目の町並み

各関係団体
• 地域センター運営委員会　• 四谷ひろば
• 商店会　• 民生児童委員協議会　• 青少年育成
　委員会等の地域団体から推薦された方

町会・自治会
から推薦された方 公　募

ご自身で
応募された方
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申込みなしでいつからでも、
ご都合に合わせて運動できます♪

　
新
宿
地
域
交
流
館
は
、
四
谷
地
区
協
議
会
と
平
成
25
年
4

月
か
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
を
共
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
1

月
で
86
回
目
と
な
り
、
5
月
に
は
記
念
す
べ
き
1
0
0
回
目

を
迎
え
ま
す
。

　
だ
れ
で
も
気
軽
に
始
め
ら
れ
る
体
操
を
中
心
に
、
身
体
や

心
な
ど
健
康
に
関
す
る
ミ
ニ
講
座
が
あ
る
の
も
魅
力
の
一
つ

で
す
。
毎
回
、
明
る
く
人
気
者
の
岡
田
先
生
を
囲
み
、
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
で
身
体
を
動
か
し
ま
す
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
腰
痛
が
良
く
な
っ
た
」「
生
活
の
中
で
歩

行
・
姿
勢
に
注
意
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
の
声
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、「
仲
間
が
い
る
と
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に

な
れ
る
」と
い
っ
た
感
想
も
多
く
聞
き
ま
す
。
長
く
開
催
し

て
来
た
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
は
健
康
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
仲

間
づ
く
り
と
し
て
も
大
切
な
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
何
事
も“
楽
し
い
”こ
と
が
長
く
続
け
る
コ
ツ
。
体
操
を

す
る
こ
と
で
心
も
豊
か
に
な
る
講
座
で
す
。
ぜ
ひ
、
身
近
な

地
域
で
仲
間
と
一
緒
に
健
康
増
進
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

　
平
成
28
年
度
は
、
第
１
分
科
会
な
ら
で
は
の「
地
域

防
災
」に
つ
い
て
の
勉
強
や
情
報
収
集
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
東
京
都
発
行
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
“「
日
常
備

蓄
」を
進
め
ま
し
ょ
う
”を
参
考
に
、
日
頃
災
害
に
備

え
て
お
く
必
需
品
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
新
宿

区
危
機
管
理
課
職
員
よ
り
日
常
の
備
蓄
品
と
防
災
用
品

の
必
要
性
に
つ
い
て
実
物
を
見
な
が
ら
説
明
を
受
け
、

新
た
な
防
災
に
対
す
る
心
構
え
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　
備
蓄
用
レ
ト
ル
ト
食
品
の
消
費
期
限
が
近
付
き
食
べ

て
み
た
委
員
か
ら
は
、「
と
て
も
お
い
し
く
、
備
蓄
品

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
」と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
わ
ざ
わ
ざ
専
用
の
も
の
を
購
入
し
な
く
て
も
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
で
入
手
で
き
る
安
全
靴
、
タ
オ
ル
や
軍
手
、

食
品
用
ラ
ッ
プ
な
ど
を
使
っ
た
非
常
時
へ
の
対
応（
応

用
）に
つ
い
て
も
多
く
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
分
科
会
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
、
提
案
は
、
地
域
の
皆

様
に
還
元
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平成29年度　四谷地区協議会主催
健康体操予定表

第1分科会第1分科会

転
ば
ぬ
先
の
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

第
2
分
科
会

会場名 開催日 受付時間 体操時間 参加費

四谷ひろば 毎週火曜
9 時 45 分～ 10 時 10 時～ 11 時 １回200円

四谷ひろばでは、初回の受講に際し「大人のサロン」入会金（1 年間有効 500 円）が
別途必要となります。入会後は「大人のサロン」の他の講座の受講も可能です。

★信濃町シニア活動館 毎週火曜 ９時45分～10時 10時～11時 １回200円
若葉地区（ライトコート四谷） 毎週水曜 ９時45分～10時 10時～11時 １回200円
★本塩町地域交流館 毎週金曜 ９時45分～10時 10時～11時 １回200円
四谷中学校・花園小学校 ※土　曜 ９時45分～10時 10時～11時 １回200円

★新宿地域交流館
第 1・３火曜 ９時45分～10時

10時00分 ～11時30 分 
（体操＋講義） 

体によいお話の時間があります １回200円

第２・４木曜 10時15分～10時30分 10時30分～11時30分
★印の地域交流館、シニア活動館の会場にご参加の方は、初回に各館の利用登録（無料）が必要です。身分証明証（健康保健証等）をご持参ください。

※花園小学校・四谷中学校会場は、学校と協議の上約３ヶ月ごとに会場が決定されます。開催日については必ず事務局へお問合せの上ご確認ください。
（お問い合わせ）四谷地区協議会事務局　電話 3354-6171

岡田先生より
　「転ばぬ先のストレッチ教室」もあっ
という間に4年の月日が経ちます。
　今回は、第1・第 3火曜日のミニ講
座+体操をご紹介いたします。
　転倒予防に始まり、巷に溢れる健康情
報（テレビ、インターネット、新聞）の
解説や病気のお話など様々なテーマを
分かりやすく解説いたします！

上：「日常備蓄」を進めましょう

右：新宿区であっせんしている
　　防災用品

新
宿
地
域
交
流
館
で
開
催

今回は
ここを
ご紹介！
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内藤町町会 新宿四丁目町会

片町町会

新宿一丁目町会 新宿園町会

花園町町会

荒木町町会 新宿二丁目町会愛住町町会

舟町町会 新宿三丁目町会大京町町会 三光町町会

内藤清成と白馬 天龍寺

神輿

秋葉神社

柳通り（花園通り）

策
むち

の池 たんきり子育て地蔵尊

「江戸鳶木遣」田中善實さん 伊勢丹本館大京神社 花園神社

番衆町町会

旧町名
「番衆町」

新宿園
町会史

太宗寺の
閻魔像

28

26

27

23

22

25

21

24

17

17

3

18

18

12

13

11

9

2

15

15

20

20

7

5

1

8

10

14

6

19

16

16

十周年を記念して新宿歴史博物館で開かれた「第十回　四谷
のお宝さがし発表会」。一般公募のお宝17点も紹介されました

第十回の目録に加え、
過去 5 年の活動を振り
返る「四谷のお宝さがし
十周年記念誌」も発行。
区民センターなどで閲
覧できます

「28 町会お宝自慢」の
ページでは、平成 28 年
に解散した霞ヶ丘町会
についても紹介してい
ます。
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四谷一丁目町会 三栄町町会

四谷坂町町会

若葉一丁目町会

若葉二丁目町会 須賀町町会 信濃町町会

若葉三丁目町会 左門町町会 南元町町会

四谷二丁目町会

四谷三丁目町会

四谷四丁目町会

本塩町
町会

神輿と神酒所の調度品 三栄通り

桝箕稲荷神社

徳川家康から拝受した
服部半蔵の槍

戦前に撮影された真成院の写真 文学座アトリエ

井戸 南元町音頭の歌詞入りうちわ

街路灯

東京消防庁 消防博物館

田安鎮護稲荷神社

町内御輿
徳友会館

（大日本茶道学会本部教場）

須賀神社の鏝
こて

絵

28 26
27

23 22

25

21

24

4

4

3

12

13119

2 7

5

1

8

10 14

6

19

28町会

28町会お宝自慢
第十回「四谷のお宝さがし」発表会が、平成29年3月18日に開かれました。委員たちが四谷のお宝を掘り
起こす実行委員企画のテーマは「28町会お宝自慢」。町会長のご協力で、各町の自慢のお宝28点が揃い
ました。移設された昭和の街路灯や、町を見守ってきた神社、旧町名など、地域に愛されるお宝を紹介します。



新
宿
地
域
交
流
館

「
新
宿
な
つ
か
し
映
画
館
」と
題
し
、
2

月
は
『
グ
レ
ン
ミ
ラ
ー
物
語
』や『
カ
サ
ブ
ラ
ン

カ
』『
雨
に
唄
え
ば
』な
ど
を
上
映
し
ま
し
た
。「
レ

コ
ー
ド
鑑
賞
会
」で
は
会
場
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔

で
、
懐
か
し
い
曲
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

の
他
フ
リ
ー
麻
雀
、
輪
投
げ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
手

芸
教
室
、
吹
き
矢
な
ど
、
和
気
あ
い
あ
い
の
楽

し
い
会
が
用
意
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
ス
ト
レ
ッ

チ
教
室
や
、「
頭
や
わ
ら
か
体
操
」
な
ど
も
人
気

が
あ
り
ま
す
。
男
女
日
替
わ
り
で
入
浴
も
で
き

ま
す
。

本
塩
町
地
域
交
流
館

　
映
画
会
は
月
１
回
、
3
月
は「
市
民
ケ
ー
ン
」

を
上
映
し
ま
し
た
。
ま
た
月
７
〜
８
回
楽
し
く

カ
ラ
オ
ケ
を
練
習
し
て
い
る「
み
ん
な
の
カ
ラ

オ
ケ
」、
月
2
回
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
や
給

食
サ
ー
ビ
ス
、
月
4
回
の「
転
ば
ぬ
先
の
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
」や
、
関
節
や
薬
の
ミ
ニ
講
座
な

ど
も
あ
り
ま
す
。
ま
た「
く
つ
ろ
ぎ
カ
フ
ェ
」や

「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」も
開
店
。
日
舞
、
気
功
、

書
道
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
ヨ
ー
ガ
、

詩
吟
や
コ
ー
ラ
ス
な
ど
サ
ー
ク
ル
活
動
も
盛
ん

で
、
い
つ
か
ら
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
お
楽
し
み
広
場
で
く
つ
ろ
い
だ
り
、
男
女

日
替
わ
り
で
入
浴
も
利
用
で
き
ま
す
。

信
濃
町
シ
ニ
ア
活
動
館

　
映
画
鑑
賞
会
「
シ
ア
タ
ー
し
な
の
ま
ち
」
は

月
２
回
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
は
偶
数
月
1

施
設
で
す
。
区
内
に
15
か
所
あ
り
、
四
谷
管
内

に
は
「
新
宿
地
域
交
流
館
」
と
「
本
塩
町
地
域

交
流
館
」
の
２
か
所
が
あ
り
ま
す
。

　
シ
ニ
ア
活
動
館
は
、シ
ニ
ア
世
代（
50
歳
以
上
）

の
区
民
の
方
が
利
用
出
来
、
集
会
や
娯
楽
の
他
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
社
会
貢
献
活
動
の
拠
点

と
し
て
活
用
出
来
る
施
設
で
す
。
新
宿
区
内
に

４
か
所
あ
り
、
四
谷
管
内
は
「
信
濃
町
シ
ニ
ア

活
動
館
」
の
１
か
所
が
あ
り
ま
す
。

各
館
共
に
新
宿
区
の
指
定
管
理
者
制
度

を
利
用
し
て
民
間
の
事
業
者
が
運
営
し

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た
独
自
の

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
区
民
が
自
由
に
参
加
で
き

る
サ
ー
ク
ル
活
動
の
支
援
な
ど
を
し
て
い
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
映
画
上
映
会
、
レ

コ
ー
ド
鑑
賞
会
、
カ
ラ
オ
ケ
等
の
発
表
会
な
ど
。

　
ま
た
地
区
協
議
会
な
ど
他
の
団
体
と
協
働
で

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
、
健
康
体
操
、
給
食
サ
ー
ビ

ス（
一
部
）な
ど
を
共
催
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に

各
館
毎
に
、
囲
碁
、
書
道
、
コ
ー
ラ
ス
、
輪
投

げ
、
朗
読
会
な
ど
の
各
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
同

好
者
を
募
集
し
て
独
自
の
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

教えて地区協！

大
き
な
違
い
の
ひ
と
つ
は
、
利
用
で
き
る

方
の
年
齢
で
す
。

　
地
域
交
流
館
は
、
高
齢
者
（
60
歳
以
上
）
の

区
民
が
利
用
可
能
、
健
康
増
進
に
向
け
た
活
動

の
場
、
集
会
や
娯
楽
の
場
と
し
て
活
用
出
来
る

A 　

新
宿
区
で
は
「
い
き
が
い
づ
く
り
・

敬
老
事
業
」
と
し
て
各
地
区
に
「
地

域
交
流
館
」、「
シ
ニ
ア
活
動
館
」
と

呼
ば
れ
る
施
設
が
あ
り
、
参
加
型
の

実
習
、
体
験
、
勉
強
会
な
ど
の
場
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設

に
つ
い
て
、
地
区
協
議
会
に
は
、
こ

ん
な
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
地
域
交
流
館
と
シ
ニ
ア
活
動
館
の
違

い
は
？　

そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
活
動
が

で
き
ま
す
か
？
」

　

そ
こ
で
今
号
の
「
教
え
て
地
区

協
！
」
で
は
、
四
谷
地
区
に
あ
る
そ

れ
ら
の
施
設
を
調
査
。
２
ペ
ー
ジ
拡

大
版
で
、
紹
介
し
ま
す
。

地
域
交
流
館
と
シ
ニ
ア
活
動
館
、

ど
ん
な
違
い
が
あ
る
の
？

Q1

交
流
館
や
活
動
館
と
は
？

Q2

「
地
域
交
流
館
」「
シ
ニ
ア
活
動
館
」
は
、

何
を
す
る
と
こ
ろ
？
　

地
区
協
議
会
広
報
が
聞
い
て
き
ま
し
た
！

利
用
や
参
加
が
で
き
る

具
体
的
な
行
事
や
内
容
は
？

Q3A

A

お風呂 談話室での手芸 外階段が目印

新宿地域交流館

616 号



回
、
奇
数
月
2
回
開
催
し
て
い
ま
す（
60
歳
以

上
が
対
象
）。「
う
た
ご
え
広
場
」、「
吹
き
矢
広

場
」、「
麻
雀
ひ
ろ
ば
」は
月
１
回
。「
転
ば
ぬ

先
の
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
」、「
健
康
体
操
」
は
毎

週
開
催
し
て
い
ま
す
。「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」や

「
i
P
a
d
で
脳
ト
レ
を
楽
し
も
う
！
」で
は
情

報
機
器
を
使
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
体
験
も

で
き
る
ほ
か
、「
シ
ニ
ア
の
実
験
室
」や
四
谷
高

齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
の「
出
張
相
談
会
」、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
た「
ジ
ャ
ズ
コ
ン

サ
ー
ト
」
や「
筑
前
琵
琶
演
奏
会
」、
社
会
貢
献

活
動
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る「
生
き
方
講
座
」

な
ど
開
催
し
て
い
ま
す
。
男
女
日
替
わ
り
で
入

浴
も
で
き
ま
す
。

◆�
な
お
す
べ
て
の
施
設
で
、
入
浴
や
行
事
・
教
室
の
参

加
は
基
本
的
に
無
料
。
た
だ
し
材
料
・
資
料
代
等
の

実
費
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

利
用
す
る
各
館
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
登

録
を
し
ま
す
。
最
初
の
登
録
時
に
交
付

さ
れ
た
「
利
用
証
」
は
、
1
枚
で
各
館
共
通
使

用
が
で
き
ま
す
。
登
録
の
際
は
、
新
宿
区
民
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
住
所
・
年
齢
を
証
明
す
る

運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
の
提
示
が
必

要
で
す
。そ

れ
ぞ
れ
の
館
に
お
じ
ゃ
ま
し
て
、
利
用

者
の
声
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。 施

設
を
利
用
す
る
に
は
？

Q4
利
用
者
の
声
は
？

Q5 AA

地区協議会主催のストレッチ教室お風呂

※�詳しくは、平成 28年度版「新宿区くらしのガイド」 の
福祉ページや、各館が発行している「新宿かわら版」（新
宿地域交流館）、「お知らせ」（本塩町地域交流館）、「シニ
ア活動館たより」（信濃町シニア活動館）をご覧ください

　新宿地域交流館　　　〒 160-0022　新宿区新宿 5-3-13　　　　　　　　　　　TEL/FAX 3341- 8955

　本塩町地域交流館　　〒 160-0003 　新宿区本塩町 8　　　　　　　　　　　TEL 3350-1456　FAX 3350-1457

　信濃町シニア活動館　〒 160-0016　新宿区信濃町 20　　　　　　　　　　　TEL 5369-6737　FAX 5369-6738

 

「
も
う
長
年
こ
の
交
流
館
に
通
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
と
お
し
ゃ
べ
り
出
来
て
う
れ
し
い
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
の
方
も
優
し
い
の
で
こ
こ
に
来
る
の

が
楽
し
み
で
す
」（
新
宿
地
域
交
流
館
を
利
用
す

る
女
性
）。

　

本
塩
町
地
域
交
流
館
を
利
用
す
る
男
性
は
、

「
カ
ラ
オ
ケ
が
い
い
で
す
ね
ー
、
週
一
回
こ
こ
で

歌
っ
て
い
ま
す
。
健
康
に
一
番
い
い
の
で
は
な
い

で
す
か
、
皆
さ
ん
お
上
手
で
す
よ
」と
話
し
、「
そ

う
そ
う
館
長
も
う
ま
い
で
す
よ
」と
付
け
加
え

て
、
ニ
コ
ニ
コ
と
部
屋
に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

信
濃
町
シ
ニ
ア
活
動
館
の
ロ
ビ
ー
で
碁
を

や
っ
て
い
た
ご
老
人
は
、「
こ
こ
は
明
る
く
て
、

事
務
所
の
人
も
や
さ
し
い
し
、
お
風
呂
も
き
れ

い
で
気
持
ち
い
い
よ
」
と
手
を
休
め
て
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

みんなのカラオケお風呂

本塩町地域交流館

信濃町シニア活動館

7 16 号
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見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。 再生紙を使用しています。

編　集　後　記
編集・発行

四谷地区協議会【事務局】
（四谷特別出張所内） 

次号は平成29年11月発行予定です。

〒160－8581 新宿区内藤町87番地
電 話  3354－6171　FAX. 3350－9403
E-mail：yotsuya@city.shinjuku.lg.jp  

◆毎回好評の四谷を楽しく歩く・知る・伝える・まち歩きは、４月１日の「外堀の桜鑑
賞と四谷見附界隈を歩く」で通算40回目を迎えます。3月には「四谷まち歩き手帖4」の
上下巻が発行されました。解散後の茶話会も評判で、四谷の銘菓が楽しめます。◆「教え
て地区協！」では地域交流館とシニア活動館の違いと特徴を特集しました。共に同じよう
な施設ですがシニア活動館は、早い時期から地域に馴染んでもらいボランティアを通じ
て社会貢献活動の拠点として活用してもらうため50歳から利用できます。　　　　　　
� 広報リーダー　野澤秀雄	

※参加申込みは、各回広報しんじゅく【掲載日の２日後】から受付開始（土・日、祝日を除く）
※�12月、平成30年3月、5月にも開催します。詳しくはチラシ、広報しんじゅくをご覧いただくか、四谷地区協議会事務局（左下参照）へお問い合
わせください。

鉛筆の碑
　大木戸水番所の吐水門から分かれた渋谷川は青山分水と言って、
青山や原宿の水田や畑の開発に活かされが、流れに水車が作られる
と穀物や黒鉛などの粉ひきが盛んに行われた。水車動力を使った日
本で初めての鉛筆工場(のちの三菱鉛筆)が大木戸の近くに作られ
た。この工場跡地に「鉛筆の碑」が建立されている。

玉川上水 ～内藤新宿分水散歩道～
　玉川上水とは、江戸時代に江戸城下や城内に飲み水を送るために
作られた今で言う水道システムのようなもの。玉川庄右衛門・清右衛
門兄弟が、承応３年（1654）四代将軍徳川家綱の命により、８ヶ月の
昼夜工事で完成させた。多摩川取水口の羽
村から四谷大木戸まで約43km 高低差93ｍ
の武蔵野台地を巧みに開削した、玉川兄弟の
渾身の作である。大木戸からの江戸市中へ
は地下の石樋・木樋で送水された。
　新宿区では玉川上水の歴史的価値を次世
代に継承していくため、「玉川上水・内藤新宿
分水散歩道」をかつての流れに沿って、新宿
御苑散策路に整備している。散歩道に解説板
あり。近くには水道碑記・水番所跡もある。

甲州街道界隈まち歩き　～四谷今昔物語～   5月20日（土）

四谷地域の文化施設を巡る Part.１  ～文学座、民音音楽博物館、聖徳記念絵画館～   7月15日（土）

四谷地域の文化施設を巡る Part.２  ～消防博物館、荒木町、新宿歴史博物館～   9月16日（土）

内藤新宿まち歩き　～宿場町・内藤新宿の風情を訪ねて～ 11月18日（土）

広報しんじゅく
4／25号掲載予定
広報しんじゅく
6／25号掲載予定
広報しんじゅく
8／25号掲載予定
広報しんじゅく
10／25号掲載予定

今後の「まち歩き」の予定 ※概ね１ヶ月前より広報しんじゅく、地域掲示板等でお知らせします

みんなの歴史  玉川上水 まち歩き手帖 1,2 まち歩き手帖 3 上・下

内藤新宿界隈のまち歩
きでは、玉川上水分水
散歩道をご紹介してい
ます。また、大人にも子
どもにも分かりやすい
オリジナルの冊子「み
んなの歴史 玉川上水」
を出張所にて配布中で
す。ぜひご覧ください！

これまで四谷まち歩き
手帖１、２、３上巻、３下巻
をまち歩き参加者に差
し上げていましたが、新
たに第４巻が完成しま
した。平成２９年度より
配布予定です。お楽し
みに。

四
谷歩
まち

き

特選


